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ウェスタ

ウェスタ

様々な空間で使われている鉄骨構造。鉄骨の美観を損なわず、高い耐火性能を付与できる耐火被覆材がウェスタです。
薄い塗膜が火災時に発泡することで、鉄骨の温度上昇を防ぎ、建物の倒壊を防止します。
さらにウェスタは屋内作業者への安全性・環境面から待望されていた、国内初の水系化を実現しました。
粉体系と異なり、施工完了後も粉塵の落下がありません。飲食店や半導体工場など粉塵に対してシビアな施設に最適です。

水系発泡性耐火塗料

ウェスタ ウェスタ 主材 F☆☆☆☆　 NSK-0308162

ガラス張りの建造物や美術館など、鉄骨の形状を
活かした自由な意匠設計が可能となります。

三階建て以上の工場など、柱の３０分耐火にも対
応しています。

適応部位

ウェスタ6つの特長

薄膜被覆で、30分耐火（柱）※
1時間及び2時間耐火（柱・はり）
の認定を取得しています。
※建築基準法施行令第70条に基づく防火被覆認定

耐火性
1

鉄骨の形状を生かした
意匠設計が可能になります。
また、当社各上塗材で自由な
色の選択が可能です。

自由なデザイン
4

適性仕様を組むことにより、
外部にも適応可能です。

5

水系のため
環境と人に優しい耐火塗料です。
改修・増築でも安心です。

水系だから安全
2

柔軟性があり、鉄骨の動きに
追従します。

微弾性（可とう性）
3

水系のため防錆塗料を侵食する
などの影響がありません。
JIS K 5674に適応しています。
※JIS K 5674は1時間耐火に限ります。

外部仕様
6
防錆塗料を
侵食しません

ウェスタ



ウェスタは火災により表面温度が約２００～３００℃に上昇すると発泡が始まります。
下図に示すような過程を経て当初の乾燥膜厚の１０～２０倍の気泡含有断熱層を形成し、耐火性能を発揮します。

発泡による耐火の過程

環境面・安全性から見た比較例 耐屈曲性試験（可とう性の確認）

火災時に熱を受けると発泡して保護

※試算条件：高さ4mの角型柱（300×300）に2mm被覆（塗装）、柱本数100本、
　約500㎡1時間耐火仕様の場合。

火災が発生した場合、その熱によって１０～２０倍に発泡し、断熱層を形成することで鉄骨構造の温度上昇を抑え火災から守ります。

常温 200℃ 300℃ 400℃ 500℃ 600℃

※上記過程記載温度は、雰囲気温度です。※上記過程記載温度は、雰囲気温度です。

溶剤形耐火塗料ウェスタ

溶媒

シンナー
（放出量）

水系

0kg
（0㎥）

0㎥

W2相当

○

○

S2相当

×

×

100°C以上

該当しない

-

低い

あり

溶剤

約600kg
（135㎥）

135万-270万㎥

5°C（トルエン）
25°C（キシレン）

規制対象（第一石油類）

強溶剤形シンナー臭

第2種有機溶剤

なし

引火点

危険物
臭気
毒性

たわみ追従性

汚染する空気
安全基準濃度以下
（50-100ppm）

VOC規制
から見た
安全性

分類

VOC対策

室内用途

溶剤形耐火塗料よりも優れたたわみ追従性を発揮します。
鋼材の動きに追従することができます。

溶剤形耐火塗料ウェスタ

30度

90度



内部推奨仕様 外部推奨仕様

認定条件

素地調整

JISK5674

JISK5552

JISK5551

30分

○

2時間

○

1時間

2種相当

○

○

30分

○

○

2時間

○

○

1時間

1種B相当

○

○

○

施工フロー

素地調整

下塗り（さび止め）

下地調整

中塗り

内部仕様

主材

中塗り

乾燥

事前確認

下地

上塗り

外部仕様

下塗塗料の膜厚測定

主材

主材の乾燥工程

主材の膜厚測定

上塗り

工
場
塗
装

現
場
塗
装

●鋼材の接合部、ボルト周りや端部など施工しにくい部分は
塗装前に刷毛等でタッチアップする。 
●施工中、施工後に雨がかからないよう事前協議に基づい
た雨養生の処理を行う。
●雨天時、低温時、高湿度等乾燥が悪くなる場合には、工程
内間隔・工程間間隔を標準より多く取り、１回の塗厚を薄く
したり、送風機等で対応する。

●屋外仕様の場合に適用する。

●主材を十分に乾燥させる。
●乾燥後膜厚を測定し、ウェスタ主材の膜厚を確認する。

●ウェスタの仕上がりパターン、塗付け方法
●施工中の降雨に対する対策
●他部材との取合い、工期等

●発錆している部位はディスクサンダー、ワイヤーブラシ、サ
ンドペーパーなどで塗膜及び錆を入念に除去しタッチアッ
プする。
●ゴミ、砂塵、油脂分などはウエスなどで防錆塗料を損傷し
ないように除去する。
●防錆塗料の膜厚を測定記録する。

●設計仕様又は施工計画書に準拠した上塗材を塗布する。

鉄 骨 建 方



外部仕様
●亜鉛メッキ仕様について
溶融亜鉛めっきへの塗装は原則推奨しておりません。
施工する場合は、状況に応じた仕様を選択してください。

素地調整事例
例1　脱油処理＋変性エポキシ樹脂プライマー
例2　メッキブラスト処理＋変性エポキシ樹脂プライマー等

●ウェスタ水系中塗について
【他社外部仕様】 【ウェスタ外部仕様】

浸水部分

防水層が
塗膜破損部などにより
浸入した水を抱え込み

膨れが発生する可能性が高い

●透水試験 ●浸水試験

二液反応硬化形
エポキシ樹脂系下塗材ウェスタ水系中塗

０．１以下 ０．１

項目

透水量（ｍｌ）

ウェスタ水系中塗経過時間

24時間
48時間
72時間
96時間

異常なし
異常なし
異常なし
異常なし参考） JISA6909　防水形複層塗材REでの規格値は0.5ml以下 

メスピペット

ゴム管又は塩化ビニル管

25
0

シリコーンシーリング材

約Φ75

漏斗

仕上がりパターン

※画像のため、現場での仕上がりと異なる場合があります。

ローラーパターン（さざ波調） 吹付けパターン（平滑調）

透湿性・耐水性の高い
水系エポキシ樹脂の
中塗材を採用

クラック

雨水など
耐
火
塗
料

防
水
系
主
材
上
塗

鉄骨
雨水など

放出

ウ
ェ
ス
タ

ウ
ェ
ス
タ
水
系
中
塗

各
種
上
塗

鉄骨



納まり図（外部仕様）

※雨が直接あたる部分は、水切工事や笠木工事が必要になります。

床面に垂直方向のみ接触

ファインフロアーやグレーチングと接触 中塗り・上塗りをオーバーラップ

耐火塗料主材と上塗塗料が同一面 中塗り・上塗りをオーバーラップ

根元処理（シール処理） 柱の根元は、床面接触部に雨水が滞留しない処理とする。
根元にシール施工 根元・目地部にシール施工

上塗り
中塗り

下塗り
主　材

上塗り
中塗り

下塗り
主　材

1

床面処理 ファインフロアーやグレーチング等に塗膜を直接接触させない。2

無耐火部材処理 無耐火部分と取合い処理3

水切

水切

※屋外仕様の場合、笠木等の設置が必要となります。

〈屋外の場合〉

〈準屋外〉

〈準屋外〉

笠木



維持管理（点検）について
施工されたウェスタ塗膜は建築物が供用される期間において、耐火性能を有している必要があり計画的な維持管理を実施することが重要です。
建物所有者の責任において、定期的に塗膜の外観点検を行ってください。

【計画】
 ・ 施工が完了した時点で建築物の発注者、所有者、設計者、施工管理者および製造者等が協議して維持管理計画を策定し耐火塗膜の性能が
　維持できるよう計画します。
 ・ 竣工後は万一の火災に備えて所有者が耐火塗装の維持管理を実施しなければなりません。

【点検】
 ・ 耐火性能を長期的に維持するため、計画的な点検を実施してください。
 ・ 点検により異常が認められた場合は、専門技術者による詳細な点検を実施し、その結果に基づいて補修の可否を検討してください。
 ・ 塗膜の劣化があると判断された場合には、専門技術者による技術的見解を考慮した上、補修塗装(上塗り塗料の塗増しなど)を行うことを
　推奨します。

種類 対象・方法 点検周期（目安） 実施者
日常点検

精密点検

臨時点検

外観目視

外観目視・指触

専門技術者による検討

メンテナンスサイクル

5～10年程度 上塗り材の種類や経年劣化の程度、環境条件等によって異なります

日常的に実施

5年に1回

日常点検で異常が認められたとき

建築物所有者もしくは管理者

建築物所有者もしくは管理者

専門技術者

点検項目 概要 判定基準
膨れ

割れ

剥がれ

さび

白亜化

塗膜に泡（ガス、蒸気）が生成する現象

劣化の結果、塗膜に現れる部分的な裂け目

付着性が失われてある程度の広さの塗膜が
自然に素地から分離する現象

鉄、鋼鋼材表面にできる水酸化物または
酸化物を主体とする化合物

塗膜の成分が劣化して表層に微粉が
付着したような外観になる現象

ないこと

ないこと

ないこと

ないこと

等級3以下



ウェスタの被覆厚・認定

耐火1時間認定
平成12年5月29日に旧建築基準法第38条の大臣認定を取得しました。
その後、建築基準法改正に伴う読み替えにて、新たに認定書を受理しました。
鋼材断面形状の異なる角形鋼管柱、H形鋼柱、H形鋼はりにて載荷加熱試験および熱容量加熱試験を実施し
その結果、得られたデータより各鋼材での断面形状係数とウェスタの被覆厚の関係が示されています。
これにより、認定にない各鋼材への適用が可能です。
※最終的に最寄りの建築課（建築指導課）へ確認ください。

●鋼材寸法の基準

●鋼材サイズとウェスタ被覆厚の関係

［角形鋼管柱］
A B

t

［H形鋼柱］ ［はり］

H B

t1 t2

H

（ウェブ）

（フランジ）

床

B

t1

t2

角形タイプ

H鋼タイプ

断面積（A）
周辺長（Hp）
断面形状係数（Hp/A）
耐火性
ウェスタ被覆厚

小

同じ

大

弱い

厚い

大

同じ

小

強い

薄い

断面積（A）
周辺長（Hp）
断面形状係数（Hp/A）
耐火性
ウェスタ被覆厚

同じ

長い

大

弱い

厚い

同じ

短い

小

強い

薄い

角形タイプ

H鋼タイプ

周辺長が同じ場合 断面積が同じ場合例 2

●鋼材サイズにより、ウェスタの規定被覆厚は1～5mmで変動します。各鋼材への規定被覆厚に関しては、最寄りの支店・営業所にお問い合わせください。

例 1



耐火2時間認定
建築基準法施行令107条に定められている耐火性能を国土交通大臣が認めた
「防耐火試験、業務方法書」に基づき性能評価され、国土交通大臣認定を取得しています。

耐火３０分認定（柱の防火被覆）
ウェスタは建築基準法施行令第70条に適合する認定材です。

建築基準法施行令第70条（抜粋）
「地階を除く階数が3階以上の建築物（法第2条第9号の2イに掲げる基準に適合する建築物及び同条第9号の3のイに該当する建築物を除く。）にあっ
ては、1の柱のみの火熱による耐力の低下によって建築物全体が容易に倒壊する恐れがある場合として国土交通大臣が定める場合においては、当該
柱の構造は通常の火災による火熱が加えられた場合に、30分間構造耐力上支障のある変形・溶融・破壊その他の損傷を生じないものとして国土交通
大臣が定めた構造方法（①）を用いるもの又は国土交通大臣の認定を受けたもの（②）としなければならない。」

ウェスタは②の国土交通大臣の認定を受けています

※詳細は最寄りの支店・営業所にお問い合わせください。

①の
国土交通大臣が定めた
構造方法とは

1 厚さが12mm以上の石膏ボードで覆ったもの
2 厚さが12mm以上の窯業系サイディングで覆ったもの
3 厚さが12mm以上の繊維強化セメント板で覆ったもの
4 厚さが9mm以上の石膏ボードに厚さが9mm以上の石膏ボード又は難燃合板を重ねて覆ったもの
5 厚さが15mm以上の鉄網モルタル塗りで覆ったもの

1.03～5.00mm

1.00～5.00mm

1.00～3.00mm

被覆厚（P15、16参照）

FP060CN-9401

FP060BM-9346

認定番号構造部位

1時間

□40×2.3以上

φ21.7×2.3以上

H100×50×5×7以上

H100×50×5×7以上

適用鋼材サイズ

4.00mm

被覆厚認定番号構造部位

2時間

□300×300×19の断面寸法以上～□1000×1000×40の断面寸法以下

上記の同面積以上かつ外径300～1000、厚さ19～40

H400×400×13×21の断面寸法以上～H1000×1000×40×50の断面寸法以下

H588×300×12×20の断面寸法以上～H1100×700×20×40の断面寸法以下

適用鋼材サイズ

FP120CN-0382

FP120CN-0387

FP120BM-0261

※■×■×■×■とあれば、■以上×■以上×■以上×■以上のサイズの鋼材に適用されます。すべての数値が超えていなければなりません。
※鋼材と膜厚の関係表は別途ご参照ください
※詳細は最寄りの支店・営業所にお問い合わせください。

角形鋼管柱
丸形鋼管柱
H 形 鋼 柱
H形鋼はり

被覆厚認定番号構造部位

30分

□300×300×12の断面寸法以上～□1000×1000×40の断面寸法以下

φ300×12の断面寸法以上～φ1000×40の断面寸法以下
（但し、周長、肉厚及び断面積は角形以上）

H300×300×10×15の断面寸法以上～H1000×1000×40×50の断面寸法以下

適用鋼材サイズ

CC-0004

CC-0005

0.45mm

0.40mm

角形鋼管柱

丸形鋼管柱

H 形 鋼 柱

角形鋼管柱
丸形鋼管柱
H 形 鋼 柱
H形鋼はり

●認定番号







ウェスタの施工実績

現 場 名 神田外国語大学7号館（千葉市）
設　　計 株式会社 松田平田設計
建設会社 大成建設株式会社

現 場 名 ＪＲＡ函館競馬場
設　　計 株式会社 東畑建築事務所
 JRAファシリティーズ株式会社
建設会社 大成建設株式会社

現 場 名 中部国際空港 旅客ターミナルビル新築工事（その1）
設　　計 日建・梓・HOK・アラップ旅客ターミナルビル設計監理共同企業体
建設会社 大成・鹿島・大林・東急・戸田・ベクテル・佐藤・矢作共同企業体



現 場 名 近畿大学東大阪キャンパス整備計画
設　　計 株式会社 ＮＴＴファシリティーズ一級建築士事務所
建設会社 株式会社 大林組

現 場 名 中央公園ビジターセンター(福井市）
設　　計 ワシダ設計事務所
建設会社 株式会社 活衛工務店

現 場 名 兵庫県立大学
 姫路工学キャンパス
設　　計 兵庫県県土整備部
 住宅建築局営繕課
建設会社 平錦：永岡特別共同企業体

現 場 名 大阪市城東区役所複合施設
設　　計 大阪市都市整備局
 株式会社 日建設計
建設会社 淺沼・中林特定建設工事共同企業体

現 場 名 学校法人 常翔学園 梅田キャンパス
設　　計 服部・石本・安井設計監理共同企業体
建設会社 西松建設株式会社 関西支店



ウェスタ
水系発泡性耐火塗料

052-300-2222(代）

●このパンフレットは２０２４年２月の情報により作製しております。
●このパンフレットに掲載の製品は、予告なしに仕様や取り扱いを変更することがあります。
●諸官公庁等の特記仕様がある場合は、それを優先して下さい。 vol.3-1

仙   台本　社 022-706-5710

名古屋

東   京 03-3981-2500

0568-69-5200

06-7668-5320大   阪

福   岡 092-433-6262

注意点 掲載製品を取り扱う際は、各製品のＳＤＳ及び標準施工仕様書、注意事項を守って施工してください。
※上記の各種製品データは、 kikusuiダウンロードサイト（『キクスイダウンロードサイト』を検索）でご確認ください。


